
敦
短
出
土
『
浄
土
法
身
讃
』
に
つ
い
て

ム
ノ、

敦
煙
出
土

『
浄
土
法
身
讃
』

に
つ
い
て

上

山2

龍大古
谷

大

き峻i

八
世
紀
の
後
半
、
中
国
浄
土
教
の
新
し
い
動
き
と
し
て
一
世
を
風
麻
酔
し
た
も
の
に
、
法
照
禅
師
（
八
世
紀
後
半
）
の
五
会
念
仏
の
浄
土
教
が

日
本
や
敦
抽
出
石
室
に
遣
っ
て
お
り
、

①
 

渉
猟
し
、
法
照
禅
師
の
全
貌
を
解
明
さ
れ
た
こ
と
は
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。
本
稿
で
と
り
あ
げ
る
『
浄
土
法
身
讃
』
は
法
照
撰
『
浄
土

あ
る
。
か
れ
の
著
作
は
、
中
国
本
土
で
は
散
逸
し
て
し
ま
っ
た
が
、

塚
本
善
隆
博
士
が
、

そ
れ
ら
を

五
会
念
仏
語
経
観
行
儀
』
下
巻
（
敦
燈
出
土
P
二
九
六
三
、
大
正
・
二
八
二
七
番
に
移
録
）
に
「
浄
土
法
身
讃

此
讃
通
一
切
処

釈
法
照
」
の

記
を
具
し
て
編
入
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
法
照
の
著
作
と
見
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

ζ

の
書
は
、

S
三
八
二
に
よ
っ
て
大
正
・
二
八
二
八

番
に
収
録
さ
れ
る
も
の
と
同
内
容
で
あ
る
が
、

ζ

れ
に
は
「
大
乗
浄
土
讃
」
と
題
記
さ
れ
て
い
る
。
右
の
二
点
の
ほ
か
に
、
最
近
、

フ
ラ

ン
ス
国
民
図
書
館
よ
り
入
手
し
た
敦
煙
写
本
の
中
に
も
、

こ
の
書
の
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
現
在
ま
で
に
合
計
六
点
の
存
在
告
知
る
と
と

が
で
き
た
。

乙
の
頻
度
は
か
な
り
高
く
、

な
ぜ

乙
の
書
が
敦
煙
で
そ
ん
な
に
用
い
ら
れ
て
い
た
の
か
、
敦
短
仏
教
の
解
明
の
上
か
ら
も

考
え
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
写
本
の
観
察
、
内
容
の
検
討
な
ど
を
通
し
て
、

そ
の
事
情
を
採
っ
て
み
た
い
と
思
う
。



現
在
ま
で
に
判
明
し
た
『
浄
土
法
身
讃
』
の
写
本
は
左
の
よ
う
で
あ
る
。

ω
p二
九
六

首
部
を
欠
く
が
、
巻
末
を
完
備
し
、
次
の
尾
題
と
奥
書
を
有
す
。

「
浄
土
念
仏
語
経
観
行
儀
巻
下

時
乾
祐
四
年
歳
次
辛
亥
（
九
四
八
）
薙
賓
之
月
実
彫
十
三
葉

於
宕
泉
大
聖
光
巌
寺
講
堂
後
弥
勤
院
写
故
記
」

塚
本
博
士
の
言
わ
れ
る
法
照
撰
守
五
会
法
事
讃
』
広
本
に
当
る
も
の
で
、
そ
れ
に
収
め
る
第
四
十
五
番
目
に
該
書
が
写
さ
れ
る
。
題

記
は
前
出
の
と
お
り
で
あ
る
。
厚
手
の
粗
悪
紙
に
木
筆
で
写
さ
れ
、
達
筆
で
は
な
い
が
謹
直
な
写
本
で
あ
る
。
裏
面
紙
縫
に
は
書
写

人
あ
る
い
は
所
有
者
を
一
示
す
「
福
俊
」
の
サ
イ
ン
が
あ
り
、
と
の
巻
子
が
、
単
な
る
メ
モ
で
は
な
く
、

正
規
に
し
て
重
要
な
典
籍
と

し
て
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
形
跡
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
表
面
は
後
に
利
用
さ
れ
「
南
宗
讃
」

な
ど
、
二
、
三
が
写
さ
れ
る
。

先
述
の
如
く
大
正
蔵
経
に
収
録
し
て
お
り
、

『
浄
土
法
身
讃
』
は
大
正
八
五
・
一
二
六
四
J
五
頁
の
個
処
に
当
る
。

(2) 

S
三
八
二

「
大
乗
浄
土
讃
一
本
」
の
首
題
を
有
す
。
本
文
は
完
備
す
る
が
尾
題
は
欠
く
。
厚
手
紙
で
、

や
は
り
P
二
九
六
三
と
同
時
代
と
見
倣

し
ャ
フ
る
。

一
紙
暑
に
け
に
写
し
て
お
り
、
単
独
に
受
持
し
て
い
た
形
跡
が
あ
る
。

大
正
八
五
・
一
二
六
六

a
J
d
頁
に
録
文
さ
れ
る
。

ω
S三
O
九
六

首
尾
題
と
も
に
欠
く
。
音
通
か
ら
く
る
誤
写
が
か
な
り
多
い
。

一
枚
、
に
け
の
写
本
。
厚
手
の
紙
で
、
時
代
は
前
と
同
じ
頃
と
み
な
し

ャヲる。敦
短
出
土
『
浄
土
法
身
讃
』
に
つ
い
て

ム
ノ、



敦
燈
出
土
『
浄
土
法
身
讃
」
に
つ
い
て

六
四

(4) 

P
二
四
八
三

ハ
け
「
帰
極
楽
去
讃
」
！

ω「
太
子
五
更
転
」

l
同
「
往
生
極
楽
讃
」
！
帥
「
五
台
山
讃
文
」
｜
伺
「
五
台
山
讃
井
序
」
！
仲
「
宝
鳴

讃
」
！
伯
「
印
沙
仏
文
」

lMW
「
臨
瞭
文
」

l
帥
「
太
子
五
更
転
」

l
制
「
大
乗
浄
土
讃
壱
本
」

の
連
写
の
最
後
に
写
さ
れ
る
。
首

題
は
具
備
す
る
が
末
尾
は
「
：
：
：
鉱
中
不
現
金
」
ま
で
で
止
筆
し
て
い
る
。
ま
た
「
池
一
一
金
沙
水
：
：
：
」
以
後
は
、

五
号
一
日
の
偏
頭
の

区
切
り
を
行
わ
ず
写
し
て
い
る
。
時
代
は
P
二
九
六
三
と
ほ
ぼ
同
じ
と
判
断
で
き
る
。
木
筆
・
厚
手
紙
の
写
本
で
あ
る
。

同

w

p
二
六
九
O

『
大
乗
二
十
二
問
」
の
写
本
（
尾
欠
）
の
裏
面
に
、
け
「
敦
慢
弐
拾
一
諒
一
首
」

1
0
「
出
家
讃
一
本
」
！
日
ロ
「
禅
門
十
二
時
」
！
帥

「
大
乗
讃
」
！
日
開
「
南
宗
讃
」
等
を
雑
に
連
写
し
、

乙
の
中
の
帥
に
該
書
が
写
さ
れ
る
。
乱
雑
な
木
筆
字
で
あ
る
が
、
紙
質
や
筆
跡

か
ら
P
二
九
六
三
と
ほ
ぼ
同
時
代
の
写
本
と
見
倣
し
う
る
。

な
お
、
き
わ
め
て
異
例
な
ζ

と
で
あ
る
が
、

乙
の
書
に
か
ぎ
り
、
左
か

ら
右
へ
と
行
を
追
っ
て
書
写
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
目
を
惹
く
。

ωP三
八
三
九

「
口
口
浄
土
讃
」
の
首
題
と
「
浄
土
讃
一
本

十
二
時
」
の
尾
題
を
備
え
た
単
独
の
完
本
で
、
稚
拙
で
音
通
の
誤
写
の
多
い
写
本
で

あ
る
。
や
は
り
時
代
は
P
二
九
六
三
と
同
じ
頃
と
思
え
る
。

右
の
諸
写
本
の
う
ち
、

P
二
九
六
三
は
、
解
説
し
た
よ
う
に
整
っ
た
写
本
で
あ
る
が
、

他
は
音
通
の
誤
字
な
ど
の
多
い
も
の
で
あ
る
。

単
独
の
写
本
は
、
実
際
に
そ
れ
を
も
っ
て
読
一
諭
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
写
本
の
年
代
は
、

P
二
九
六
三
の
九
四
八
年
の

記
年
が
規
準
に
な
る
が
、
各
写
本
と
も
大
体
乙
の
時
代
の
も
の
と
見
倣
し
て
よ
い
。

る
頃
で
あ
る
が
、
出
土
写
本
に
は
、

と
の
時
期
に
属
す
も
の
と
し
て
、

こ
の
頃
敦
煙
は
曹
氏
一
門
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
い

い
ま
の
讃
文
類
の
ほ
か
、
変
文
や
講
経
文
、
曲
な
ど
が
頻
出
す
句
。

こ
れ
ら
の
資
料
に
よ
っ
て
、

乙
の
時
代
の
仏
教
は
、
音
曲
を
加
味
し
て
の
儀
式
や
大
衆
を
集
め
て
の
布
教
説
法
を
特
徴
と
し
て
い
た
の
で



は
な
い
か
と
推
定
で
き
る
が
、
引
戸
念
仏
の
法
照
の
讃
文
類
の
写
本
も
、
そ
う
し
た
仏
教
界
の
傾
向
の
中
で
読
請
に
用
い
ら
れ
、

そ
の
必

要
の
為
に
写
さ
れ
た
も
の
と
忠
わ
れ
る
。

教
義
を
讃
文
や
詩
頒
に
し
て
読
請
す
る
傾
向
は
、
禅
の
方
面
で
も
進
ん
だ
ら
し
く
、

同
じ
頃
、
浄
土
系
の
も
の
ピ
け
で
な
く
「
J
五
更

転L『♂

「
J
十
二
時
」
と
か
名
付
け
ら
れ
て
い
る
禅
関
係
の
讃
文
類
が
多
く
な
る
。

と
こ
ろ
で
、

P
二
六
九

O
で
は
、
本
来
、
浄
土
教
側
に

属
す
べ
き
「
浄
土
法
身
讃
』
が
『
禅
門
十
二
時
』

『
南
宗
讃
』
と
い
う
禅
の
讃
文
類
と
共
に
写
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

ま
に

P
二
九
六
三
も
裏
面
に
『
南
宗
讃
』
を
写
し
て
お
り
、
禅
関
係
の
人
が
巻
子
を
使
用
し
て
い
た
跡
が
あ
る
。

『
浄
土
法
身
讃
』
は
、
禅
の
讃
文
と
な
ぜ
一
緒
に
さ
れ
る
の
か
。
そ
乙
で
、
乙
の
書
の
内
容
が
注
目
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、

一
読
し

て
分
る
よ
う
に
、

乙
乙
に
は
実
に
大
胆
に
禅
と
念
仏
と
の
融
合
が
説
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

本
文
よ
り
該
当
文
を
摘
出
し
て
み
よ
う
。

r、

）
内
の
数
字
は
本
稿
末
の
録
文
資
料
で
の
行
数
を
一
不
す
。

Lイ）

「
念
者
入
一
一
深
禅
吋
」

（

9
）
 

「
念
即
知
－
h
一
一
念
吋
無
念
是
真
如
。
」

（

9
1叩
）

「
念
仏
即
無
生
。
L

（日）

（ロ）

「
西
方
在
一
一
目
前
ご

（

9
）
 

「
浄
土
在
一
一
心
頭
己

（日）

「
諸
仏
在
一
一
心
頭
ご

（ロ）

「
観
レ
像
而
無
レ
像
。
」

ハ
4
〉

竹

「
意
珠
恒
自
浄
。
」

（

3
）
 

「
意
珠
恒
栄
徹
。
自
性
本
円
明
。
」

（日）

「
心
中
有
一
一
宝
鏡
吋
不
レ
識
二
生
休
刊
」

（

U
）
 

い）

「
洗
一
一
却
意
中
泥
吋
清
浄
無
ニ
塵
垢
吋
願
証
一
一
菩
提
己

（

6
〉

「
塵
労
須
ニ
断
却
寸
宝
坐
自
然
迎
。
」

（

7
）
 

「
宝
鏡
人
家
有
。

愚
人
不
一
一
解
磨
吋
不
ニ
曾
返
自
照
司
塵
垢
吏
増
多
。
宝
鏡
人
家
有
。
智
人
即
解
磨
。
勤
々
返
自
照
。
塵
垢
不
一
一
来
過
可
」

（日
J
M）

（ホ）

「
真
如
寂
不
レ
言
。

口
談
一
一
文
字
教
吋
此
界
妄
想
禅
。
」

（

η）
 

右
の
諸
句
に
よ
っ
て
み
る
に
、
法
照
は
、
念
（
仏
）

H
H
禅
と
す
る
。
そ
し
て
、

乙
の
念
は
、
禅
の
立
場
で
あ
る
無
念
、

無
生
に
ほ
か
な

敦
短
出
土
『
浄
土
法
身
讃
」
に
つ
い
て

ハ五



敦
煙
出
土
『
浄
土
法
身
讃
』
に
つ
い
て

六
六

ら
な
い
と
言
う
の
で
あ
る
（
イ
）
。

ま
に

西
方
浄
土
を
心
的
産
物
と
み
る
。
指
方
立
相
の
浄
土
を
建
て
、
観
仏
観
相
す
る
こ
と
を
認
め

な
い
（
ロ
〉
。
心
性
清
浄
説
に
立
ち
、
払
塵
に
よ
り
菩
提
に
到
る
と
す
る
（
ハ
・
－
一
）
。
文
字
に
よ
る
教
を
認
め
ぬ
不
立
文
字
の
立
場
に
立

つ
（
ホ
）
。

ま
た
、

末
偽
の
「
道
逢
良
賢
：
：
：
」

の
文
は
『
梧
伽
師
資
記
』
に
も
み
ら
れ
る
も
の
で
、
禅
の
伝
灯
の
あ
り
方
を
示
す
も
の

で
あ
る
。

要
す
る
に
、
本
讃
文
は
、
そ
の
基
調
を
む
し
ろ
禅
の
立
場
に
お
い
て
お
切
、
無
念
、

無
生
が
念
仏
と
等
し
い
と
解
す
る
と
こ
ろ
で
浄
土

教
と
の
接
合
を
企
て
た
も
の
で
あ
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

＠
 

浄
土
教
家
に
見
倣
さ
れ
て
い
る
法
照
の
著
作
が
、
こ
の
よ
う
な
内
容
を
も
つ
こ
と
は
奇
異
で
あ
る
。

し
か
し
、
か
れ
の
本
貫
や
学
習
の

系
譜
を
み
る
と
き
、

こ
の
点
は
あ
り
う
べ
き
こ
と
と
し
て
理
解
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、

か
れ
は
漢
州
（
山
川
省
地
方
）
の
生
れ
で
、
同
じ
く

と
の
地
方
を
木
貫
と
す
る
承
遠
（
七
一
一
一
J
八
O
二
）
に
つ
い
て
念
仏
門
に
帰
し
た
。

⑤
 

に
師
事
し
た
経
歴
が
あ
る
。
こ
の
処
寂
に
つ
い
て
は
、

と
こ
ろ
が
こ
の
承
遠
は
、
処
寂
（
六
六
五

t
七一云一〉

弘
忍
1
智
説
（
六
O
九
t
七
O
二）

l
処
寂
無
相
公
ハ
九
四
J
七
六
二
〉
！
無
住
（
七

＠
 

一四
J
七
七
四
）
と
い
う
い
わ
ゆ
る
守
歴
代
法
宝
記
L

系
の
禅
の
伝
灯
に
位
置
す
る
人
物
と
し
て
知
ら
れ
る
。
乙
の
四
川
の
益
州
浄
衆
寺
無

相
（
H
金
和
上
）
は
「
無
憶
・
無
念
・
莫
忘
」
を
標
語
し
て
一
家
を
成
し
た
が
、

か
れ
は
一
方
、
引
声
念
仏
を
も
教
導
し
た
と
い
う
。

『
歴
代
法
宝
記
』
に
は
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

「
金
和
上
（
H
無
相
）
、

毎
年
十
二
月
と
正
月
に
、

四
衆
百
千
万
人
の
与
に
受
縁
す
。
道
場
ぞ
厳
設
し
、
高
度
に
処
り
て
説
法
し
、

先
ず
引
声
念
仏
し
て

一
気
の
念
を
尽
く
さ
し
め
、
絶
声
停
念
し
詑
り
て
云
く
。
。
無
憶
・
無
念
・
莫
忘
0
0

⑦
 

は
是
れ
定
、
莫
忘
は
是
れ
恵
な
り
。
此
の
三
句
の
語
は
、
即
ち
是
れ
総
持
門
な
り
。
」

無
憶
は
是
れ
戒
、
無
念

す
な
わ
ち
四
川
で
興
っ
た
浄
衆
禅
門
に
お
い
て
は
、
八
世
紀
、
浄
土
教
及
び
引
戸
念
仏
も
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
乙
と
で
あ
る
。
法
昭
一
が

ち
ょ
う
ど
こ
の
こ
ろ
四
川
で
生
れ
、

ζ

の
禅
門
に
属
す
承
遠
よ
り
教
え
を
う
け
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、

か
れ
が
五
会
念
仏
と
い
う
引
戸



念
仏
を
ひ
ろ
め
た
と
い
う
こ
と
、

「
浄
土
法
身
讃
』
に
み
る
よ
う
な
禅
・
浄
融
合
の
著
作
を
の
こ
し
た
乙
と
を
納
得
さ
せ
る
も
の
で
あ
ろ

』
F

「
ノ
。

四

敦
慢
の
仏
教
は
、
特
殊
な
時
期
を
除
い
て
は
、
殆
ど
中
国
本
土
の
仏
教
に
素
材
を
得
て
形
成
さ
れ
る
。
推
移
も
本
土
の
そ
れ
と
無
関
係

で
は
な
い
。
し
か
し
、
地
理
的
に
も
政
治
的
に
も
別
天
地
で
あ
る
故
に
、

＠
 

短
絡
的
に
片
づ
け
て
し
ま
う
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
。
中
原
の
動
き
と
の
同
異
を
検
討
し
て
、
敦
煙
仏
教
の
独
自
性
を
明
ら
か
に
し
て
ゆ
く

ζ

の
地
に
興
亡
す
る
仏
教
が
中
国
中
原
仏
教
の
模
写
で
あ
る
と

ζ

と
が
重
要
で
あ
る
。

敦
伯
屈
に
お
い
て
、
法
照
の
讃
文
が
流
行
し
、

な
か
で
も
寸
浄
土
法
身
讃
』
が
禅
の
側
で
も
用
い
ら
れ
て
い
る
乙
と
は
、

大
局
的
に
昌
一
口
え

ば
、
中
国
本
土
に
お
け
る
五
会
念
仏
の
流
行
、
禅
・
浄
融
合
の
趨
勢
が
敦
慢
に
波
及
し
た
も
の
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
し

か
し
、
惰
・
唐
の
中
央
の
支
配
の
強
い
時
代
は
別
に
し
て
、
敦
煙
は
中
原
の
文
化
を
受
け
入
れ
伝
承
す
る
に
し
て
も
、

＠
 

と
姿
勢
を
も
っ
て
い
る
場
合
が
多
い
。
そ
れ
に
つ
い
て
、
法
照
の
「
浄
土
法
身
讃
』
の
う
け
入
れ
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
点
を
考
慮
し

そ
れ
な
り
の
根
拠

て
み
た
い
と
思
う
。

敦
煙
に
は
、
土
地
柄
と
し
て
概
し
て
、

い
ろ
い
ろ
な
教
学
や
典
籍
が
各
方
面
か
ら
流
入
す
る
。

そ
し
て
そ
れ
ら
が
狭
い
土
地
に
お
い
て

雑
居
的
に
並
存
す
る
。
浄
土
教
は
当
然
な
が
ら
、
禅
の
流
行
の
跡
も
こ
の
地
の
遺
物
に
顕
著
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

と
こ
ろ
で
、

と
の

地
の
禅
に
つ
い
て
、

四
川
の
無
相
！
無
住
な
ど
の
「
歴
代
法
宝
記
』
系
の
も
の
が
支
配
的
で
あ
る
こ
と
が
最
近
だ
ん
だ
ん
判
明
し
て
き
た
。

四
川
を
本
貫
と
し
、
同
じ
系
統
の
禅
の
影
響
を
う
け
て
い
る
法
照
の
作
品
は
、
と
の
地
の
禅
の
徒
に
と
っ
て
も
き
わ
め
て

し
た
が
っ
て
、

な
じ
み
や
す
い
も
の
と
し
て
受
入
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

敦
短
出
土
『
浄
土
法
身
讃
』
に
つ
い
て

六
七



敦
燈
出
土
『
浄
土
法
身
讃
』
に
つ
い
て

前
述
の
よ
う
に
、
雑
居
的
で
あ
ら
ぎ
る
を
え
な
い
敦
煙
に
お
い
て
、

就
中
、

六
八

と
も
に
強
い
魅
力
を
も
っ
禅
と
浄
土
を
融
合
さ
せ
る
法
照
の
思
想
、

『
浄
土
法
身
讃
』
は
両
者
を
結
び
つ
け
る
も
の
と
し
て
重
用
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
に
、

理
由
が
あ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

禅
や
浄
土
を
は
じ
め
と
し
て
、

比
較
的
多
数
の
写
本
を
遣
す
に
い
た
つ
に

い
ろ
い
ろ
な
仏
教
活
動
が
敦
煙
で
ど
の
よ
う
に
具
体
的
に
行
わ
れ
て
い
た
か
に
つ
い
て
、

可
浄
土
法
身
讃
』
へ
の
注
目
が
、
今
後
の
考
察
へ
の
一
支
点
を
提

知
は
点
が
多
い
。
紙
数
の
制
限
の
た
め
大
ま
か
な
論
議
と
な
っ
た
が
、

供
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
幸
で
あ
加
。

ま
ピ
ま
だ
未

附
記

真
宗
連
合
同
子
会
の
際
に
は
「
唐
代
浄
土
教
の
一
面
」
の
標
題
の
下
に
発
表
し
た
が
、
作
稿
に
当
っ
て
改
題
し
た
こ
と
ぞ
お
断
り
す
る
。

②①註

塚
本
善
隆
「
唐
中
期
の
浄
土
教
』
一
九
七
五
。

拙
稿
「
敦
燈
仏
教
の
盛
衰
」
「
ア
ジ
ア
仏
教
史
L

中
国
編
V
、
佼

成
出
版
、
一
九
七
五
、
一
七
五
l
一
八
三
頁
参
照
。

法
照
の
依
っ
た
禅
が
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
は
更
に
検

討
を
加
え
る
必
要
が
あ
る
。
無
念
の
説
は
、
神
会
の
主
張
と
一
一
一
わ

れ
る
も
の
で
『
歴
代
法
宝
記
』
で
も
採
る
も
の
で
あ
る
が
、

ωに

指
摘
し
た
払
塵
の
思
想
は
、
北
宗
系
の
も
の
で
あ
る
。
当
時
の
禅

思
想
の
あ
り
方
が
、
未
に
明
確
で
な
い
段
階
で
あ
る
の
で
、
「
浄

土
法
身
讃
』
の
禅
思
想
の
検
討
は
、
当
時
の
禅
の
解
明
の
た
め
の

資
料
と
も
な
り
え
よ
う
。

塚
本
博
士
も
法
照
の
著
作
の
中
で
、
『
浄
土
法
身
讃
』
が
特
異
な

も
の
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
る
（
塚
本
前
掲
書
、
二
四
四
頁
）
。
し

か
し
、
他
の
著
作
（
た
と
え
ば
「
両
方
極
楽
讃
」
）
に
も
、
禅
的

傾
向
は
現
れ
て
お
り
、
著
作
の
事
実
を
疑
う
ま
で
に
は
到
ら
な
い

③ ④ 

⑥⑤  

と
思
う
。

塚
本
前
掲
書
、
二
九
頁
参
照
。

「
歴
代
法
宝
記
L

系
の
禅
に
つ
い
て
は
、
最
近
、
解
明
さ
れ
る
と

こ
ろ
が
多
く
、
成
果
は
、
柳
田
聖
山
、
小
畠
宏
允
の
論
に
詳
し
い

（
「
初
期
の
禅
史
』

E
、
筑
摩
書
一
房
、
一
九
七
六
所
収
）
。

「
初
期
の
禅
史
L
E、
一
四
五
頁
よ
り
。

前
掲
拙
稿
「
ア
ジ
ア
仏
教
史
」

V
、
一
五
七
頁
参
照
。

中
原
で
盛
ん
な
も
の
が
、
必
ず
し
も
敦
爆
で
よ
く
学
ば
れ
、
流
行

っ
て
い
た
と
は
限
ら
な
い
。
搬
入
す
る
人
物
が
あ
り
、
受
け
入
れ

て
講
義
す
る
な
ど
の
乙
と
を
通
し
て
、
定
着
す
る
よ
う
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
既
存
の
文
化
か
ら
の
取
捨
も
加
わ
る
に
違
い
な
い
。
ま

た
、
一
・
に
ん
受
け
入
れ
た
も
の
は
、
か
な
り
長
期
間
に
わ
た
っ
て

伝
承
す
る
傾
向
も
あ
る
。
こ
の
点
、
日
本
に
お
け
る
中
国
仏
教
の

受
け
入
れ
に
も
似
た
も
の
が
あ
る
。
八
世
紀
の
後
半
の
法
照
著
作

の
流
行
が
、
な
ぜ
敦
燈
で
は
約
二
百
年
遅
れ
た
九
世
紀
中
頃
に
お

⑤⑧⑦  



⑮ 

と
っ
て
い
る
の
か
。
単
に
距
離
が
離
れ
て
い
る
と
い
う
だ
け
で
な

い
理
由
が
あ
る
よ
う
に
思
え
る
が
、
い
ま
は
明
瞭
に
さ
せ
え
な
い
。

本
稿
で
は
、
主
題
を
敦
爆
に
お
け
る
禅
・
浄
融
合
の
問
題
に
限
っ

た
が
、

ζ

の
よ
う
な
傾
向
は
八
世
紀
以
降
、
中
国
仏
教
の
辿
っ
た

資
料

諸
写
本
校
合
「
浄
土
法
身
讃
』

⑮
P
二
九
六

⑨
S
三
八
二

＠
P
三
O
九
六

〉

③

1

炉
土
法
身
讃
蹴
一
畑
一
融
一
釈
法
照

①

⑨

③

④

⑤

⑥

①

③

 

2

法
鏡
臨
空
照
む
遇
悟
色
堅
神
通
妙
刺
立
法
界
惣
同
然

①

＠

＠

＠

⑤

⑥

⑦

 

3

意
珠
恒
自
浄
神
光
遍
十
方
知
心
無
処
所
解
脱
得
清
涼

①

③

①

③

④

③

⑥

①

 

4

観
像
市
無
像
高
声
不
染
声
了
知
無
所
有
恵
鏡
朗
然
明

①

⑥

③

＠

 

5

寂
寂
幽
霊
静
悟
然
無
所
縁
坐
臥
空
零
一
畏

⑤

＠

 

超
出
離
人
天

敦
短
出
土
「
浄
土
法
身
讃
』
に
つ
い
て

も
の
で
も
あ
っ
た
。
敦
爆
に
は
そ
う
し
た
動
向
を
裏
付
け
る
た
め

の
具
体
的
資
料
が
保
存
さ
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
。
敦
伯
屈
に
お
け

る
禅
・
浄
の
あ
り
方
は
、
中
国
仏
教
の
趨
勢
を
示
唆
す
る
意
味
を

も
っ
・
も
の
で
あ
る
。

⑬
P
ご
四
八
三
⑦
一
P
二
六
九
O
⑫
P
一
二
八
三
九

＊
白
川
H
⑨
＠
⑧
⑦
⑫
の
五
写
本

－
①
浄
土
法
身
讃
H
H
大
乗
浄
土
讃
一
本
⑨
、
欠
＠
、

H
H
大
乗
浄
土
讃
壱
本

⑮
、
川
H
大
乗
浄
土
讃
切
、

H
H
口
口
浄
土
讃
⑬
②
〔
此
讃
通
一
切
処
諦

釈
法
照
〕

l
⑤

2
①
臨
H
林
⑮
⑬
②
心
川
H
身
一
切
③
通
H
H
伺
⑫
④
恰
H
H
五
⑮
位
堅

H
H
現
⑨
⑧
⑦
⑬
、

H
H
見
③
⑥
神
通
妙
剃
立
U
H
見
心
浄
妙
察
＠
⑧
＠

⑫、

H
H
現
心
浄
妙
察
⑨
⑦
惣
U
亦
⑨
⑤
③
⑧
同
H
H
通
⑪

3
①
珠
U
取
③
、

H
H
諸
⑮
⑧
②
神
H
H
身
＠
＠
光
H
H
心
⑮
④
遍
U
照

⑤

⑤

知
H
H
至
⑧
③
⑮
③
、

H
H
互
⑦
⑥
処
所
H
H
処
住
⑨
⑧
、

1
住
処

③
＠
、

H
所
了
⑫
⑦
涼
H
淳
⑬
、

H
H
梁一
U
⑧

4
①
像
H
想
一
⑭
⑥
句
⑬
、

H
H
相
⑮
②
市

1
如
⑨
⑥
一
切
⑫
③
一
川
H
心
⑭

④
了
H
H
料
⑨
③
⑤
知
川
H
諸
⑧
⑥
所
H
取
⑫
⑦
朗
U
浪
⑤

5
①
寂
寂
幽
霊
静
H
H
笑
子
由
空
浄
⑫
、

H
H
則
子
由
空
浄
⑨
、

H
H雫
子
油
空

浄
＠
＠
、

H
4宋
子
遊
空
正
②
②
恒
然
無
所
縁
日
悟
則
無
所
縁
⑨
＠
、

リ
悟
里
無
所
縁
＠
、

H
H
悟
十
九
十
無
所
無
⑮
、

H
H
五
句
無
取
有
⑫
③
一
待
日

消
⑨
＠
⑮
⑬
④
一
裏
一
H
U理
⑮
⑫
⑤
超
川
H
照
＠
⑥
離
H
H
裏
⑨
＠

六
九



6 

暫①
BIR掛
池③屋
辺出
立土

9 

浄
土
法
身
讃
6 

tr: 
っ

て

＠
 
洗
却
意
中
泥

清
浄
無
塵
垢

③
 

願
汝
証
菩
提

①

＠

＠

＠

⑤

⑥

⑦

＠

 

7

恵
鏡
無
令
闇
智
珠
常
用
明
塵
労
須
断
却
宝
坐
自
然
迎

①

③

③

 

8

注
想
常
観
察

③

⑤

⑥

⑦

＠

 

昧
宝
玉
弥
洞
閑
三
蔵
教
払
却
意
中
泥

①

②

③

＠

 

9

人
今
専
念
仏
念
者
入
深
禅
初
夜
端
心
坐
西
方
在
目
前

①

③

③

＠

⑤

⑥

 

叩
念
即
知
無
念
無
念
是
真
如
若
了
此
中
意

①

＠

＠

 

日
浄
土
在
心
頭
愚
人
向
外
求
心
中
有
宝
鏡

⑦

⑨

＠

 

名
為
法
性
珠

不
識
一
生
休

①

③

③

＠

 

ロ
諸
仏
在
心
頭
汝
白
不
能
求
慎
勿
令
虚
過
急
手
早
勤
求

①

＠

＠

＠

③

 

日
宝
鏡
人
皆
有
愚
人
不
解
磨
不
曾
返
臼
照

＠
 

塵
垢
更
増
多

①

②

③

④

⑤

＠

＠

 

日
宝
鏡
人
家
有
智
人
即
解
磨
勤
勤
返
自
照
塵
垢
不
来
過

七
0 

6
①
暫
H
楚
⑧
⑦
⑫
②
引
け
H
到
寄
③
池
川
H
他
⑨
、
リ
除
＠

焼
⑧
⑤
汝
H
以
⑨
＠
⑦
、

H
H
如
⑫

7
①
無
H
勿
②
②
令
H
H
霊
⑩
＠
③
闇
H
H
暗
⑧
、

H
H
開
⑦
④
珠
H
H
者

⑨
③
⑮
⑫
、
川
H
中
①
⑤
須
H
川
雄
⑨
③
⑥
坐
H
H
蔵
⑤
⑦
迎
H
H
明
⑮

⑧
迎
十
（
池
一
一
〔
H
H
練
⑨
、

H
H
令
⑦
〕
金
沙
水
〔
H
H
数
①
〕
蓮
〔
H
H

連
⑨
③
⑦
〕
中
法
性
流
花
開
化
生
子
〔
リ
花
子
⑮
〕
説
〔
H
H
談
③
〕

我
本
根
由
〔
H
H
油
③
⑮
、
リ
猶
⑦
）
⑤

8
①
注
H
H
住
⑨
③
、

H
処
⑮
⑫
②
想
H
H
相
⑮
③
常
観
リ
観
常
⑧
④

昧
H
妹
＠
⑫
⑤
路
H
H
真
一
⑪
⑥
洞
U
H
同
⑦
、
洞
閑
U
H
巡
還
⑨
③
⑧
⑫

⑦
教
H
数
⑨
③
払
H
H
弗川
H
⑨
③
、
H
H
沸
⑮
、
H
H
仏
⑫

9
①
人
A
7
1
有
人
⑤
②
専
H
H
転
⑧
③
者
H
仏
⑤
④
深
リ
心
⑤ ③

洗
H

叩
①
即
日
刊
則
⑨
③
⑮
⑬
②
知
H
如
一
⑬
③
真
H
H
弥
＠

⑤
了
リ
料
⑨
＠
⑥
此
H
H
次
⑧
⑦
名
為
U
H
是
名
⑤

⑨
珠
H
H
除
⑮
③

日
①
愚
川
H
遇
⑧
、
愚
人
向
外
求
H
H
諸
仏
不
能
求
一
ゆ
③
求
H
H
来
叩

H
H
深
⑨
③

ロ
①
汝
白
川
H
如
此
⑨
＠
⑮
⑬
③
慎
H
H
佑
一
⑨
⑥
仰
⑭
③
勿
H
H
物
⑨
＠
＠

④
令
川
H
霊
⑨
③
⑦
⑤
虚
過
日
H
希
有
⑨
＠
＠
、

H
H
虚
遇
約
一
⑦
⑥
〔
急

手
：
：
：
返
自
照
〕
二

O
字
欠
l
⑦
⑦
手
川
H
守
⑮
⑫
⑧
早
川
日
深
⑫

⑨
求
H
H
修
⑨
③
⑮
⑫

日
①
〔
宝
鋭
：
：
：
更
増
多
〕
一

δ
字
欠
i
⑫

②

皆
H
U
衆
⑮
、

H
家
⑦

③
〔
恩
人
：
：
：
人
家
有
〕
二

O
字
欠
｜
⑩
、
思
H
遇
③
④
曾
H
H
能
⑨

③

⑤

自
H
手
⑨
⑥
増
H
曾
⑨
＠

日
①
人
U
家
＠
②
智
H
H
遇
＠
、
H
H
知
＠

③
若
H
為
⑦

⑧
性
H
H
姓
③③ 

d心

③
即
H
H
則
⑨
③
⑦

露



①

⑨

③

⑤

＠

①

＠

＠

 

日
意
球
恒
栄
徹
自
性
本
円
明
悟
理
知
真
趣
念
仏
即
無
生

①

②

＠

＠

③

⑤

⑦

＠

⑨

⑩

⑬

⑬

 

日
砕
末
為
金
暗
暗
中
不
見
金
智
者
用
消
錬
真
金
腹
内
現

①

①

③

 

口
仏
相
空
無
相
真
如
寂
不
言

①

②

③

⑨

⑤

⑥

 

日
浬
盤
末
鉄
法
秘
密
不
教
伝
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①
 

乗
元
不
識

外
道
未
曾
聞

⑥

⑦

⑨

 

道
逢
良
賢
把
手
相
伝

口
談
文
字
教

＠

＠

 

此
界
妄
相
禅

⑦

⑨

③

⑩

 

心
通
常
白
用
威
当
度
有
縁

③

③

＠

③

 

小
恨
未
曾
聞
誓
願
不
流
伝

⑨

⑮

⑪

⑫

 

道
逢
不
良
賢
子
父
莫
相
伝

敦
燈
出
土
『
浄
土
法
身
讃
』
に
つ
い
て

摩
ゆ
⑤
勤
勤
H
不
能
一
ゆ

③、

H
其一切

日
①
珠
H
H
諸
⑮
⑬
、

H
H
殊
⑨
②
栄
リ
名
⑨
＠
、

H
H
明
⑮
③
円
明
日
無

名
＠
＠
、

H
須
名
⑮
⑤
倍
H
H
吾
⑫
、

H
五

⑧

⑤

理
U
皇
⑬
、

H
H
李

⑮

⑦

知

H
之
⑨
③
⑫
、

H
H
如
⑮
③
亙
（
H
H
中
⑦
、
リ
H
修
⑨
、

H
H
莫
③

⑨
越
H
H
取
⑮

叩
山
①
末
H
未
⑩
③
、

H
H
沫
⑮
②
磁
磯
H
鉱
鉱
⑥
③
備
中
H
H
鉱
衆
③

④
見
H
H
現
＠
⑤
金
川
H
今

⑬

⑥

智
H
H
一品工⑬、

H
知的一、

H
⑮
本
は
以

下

欠

⑦

用
H
容
、
日
H
銘
⑤
⑧
消
リ
鈎
の
⑨
錬
H
練

＠

⑮

腹
H

復
⑫
、
日
H
腸
⑨
③
⑪
内
現
H
泥
一
⑥
⑫
現

1
見
⑨
③

げ
①
想
H
H
相
⑨
③
⑬
②
如
寂
H
金
直
ゆ
③
此
界
H
H
従
此
⑬
、

1
四
界

⑦

④

相
H
H
想
⑧
⑦
一
⑫

m①
韓
日
H
繋
⑨
一
む
⑦
、

H
H
般

⑧

②

末
U
未

＠

③

鉄
H
蔵
⑨
＠
⑦
、

l

士
日
⑫
④
密
H
H蜜
⑦
⑧
⑤
教
H
交
⑨
③
⑦
⑥
伝
H
U
捧

＠

⑦

通
H
H

中
⑦
、

H
H
同
⑨
＠
⑧
白
川
H
不
＠
、

H
H
日

⑬

⑨

威
H
H
滅
⑦
⑫
⑩
当

日
日
度
。

四
（
①
議
U
乗

③

②

小

l
少
⑦
⑫
③
恨
H
根
⑦
④
－
曾
間
H
H
多
致
誇

⑦
⑫
、

1
多
許
宝
＠
⑤
不
H
H
莫
⑨
＠
⑦
⑥
良
H
H
梁
⑨
③
⑦
把
日

記
⑬
、

H
H
犯
⑨
③
⑧
相
H
H
想

⑨

⑨

良
H
梁
＠
、

H
H
涼
⑨
⑬
子
父

H
H
父
子
⑦
、

H
H
子
母
⑨
⑪
相
N
H
交
⑨
＠
、
リ
流
①
⑫
＋
（
浄
土
讃

一
木
十
二
時
）
⑫
、
＋
（
大
乗
讃
一
本
）
⑦

⑤
返
リ
反
⑮
ゆ

⑦
不
川
川
亦
⑭
、
川
日
英
句

七


